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１．プログラムの概要



プログラムの特徴

• 履修証明プログラム

• 著名な講師陣

• 総合的な学び

• アウトプットを重視した能動的学習

• プロジェクト学習

• 産学共同によるプログラム開発



履修証明プログラム

• プログラム修了者には、早稲田大学から「履修証明書」を授与

• 本証明書は、学校教育法に基づく育成プログラムとして位置
付けられており、修了者は履歴書の学歴欄などに記載するこ

とが可能

• 履修証明書の授与は、受講期間中の出席状況、課題提出状
況などを考慮し総合的に判断

• 欠席回数が本学所定の回数（全講座の3分の1）を超えた場合
には、履修証明書の授与はできません



出典：文部科学省Webサイト
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shoumei/



著名な講師陣

• 産業界／学術界の第一線で活躍する著名な講師陣

• 各領域の基本と先端トレンドを効果的に習得するとともに、
マーケターとして成長するための指針を獲得する

• 学術界講師からの学び

– 基礎理論と先端的理論、最新の研究動向

– 思考を整理するためのフレームワーク

– マーケティングの勉強を続けるための指針

• 産業界講師からの学び

– 経験に基づく思考法、実践のコツ

– 理論や定石を実務で使いこなすための方法

– マーケターとして成長するための心構え



総合的な学び



アウトプットを重視した能動的学習

• プロジェクト学習（Project Based Learning: PBL）、ワークシ

ョップ、ケーススタディ（ケース討論）による科目を多く配置

• 受け身ではなく能動的な学習を主体とする

• 知識の習得＋ マーケティング思考力とマーケターとしての

実践力の養成



各科目の特徴

• 講義科目（30時間）

– エッセンスを伝えるとともに、その後の学びを深めるため
の指針、参考書、参考資料などを提示

• ケース科目（18時間）

– 実務事例のケースを利用し、グループ討議、クラス討議
などによって状況判断や意思決定のあり方を学ぶ

– 議論を通じて、マーケティングに関する理論をどのように
実務に活かすのかを習得する

• ワークショップ科目（24時間）

– 受け身ではなく能動的に参加することと、受講者同士のイ
ンタラクションなどを通じて、創造的な学びを得ることを目
的とする

• PBL（8時間）



産学共同によるプログラム開発

• 公益社団法人日本マーケティング協会と一般社団法人マー

ケターキャリア協会の共催を得て、産学共同体制で実施

• 学術界と実務界の力を結集した総合的な学びを提供



講義日程など



講義日程

• 22年4月16日（土）～7月23日（土）

• 土曜日中心に開講．4/26、6/28、7/19の3回だけ火曜日夜
（19時～21時）に開講



授業の方法

• 早稲田大学日本橋キャンパス（コレド日本橋5階）で実施

• 教室での対面授業を想定しているが、新型コロナ流行の状
況によって、オンライン、ハイブリッド（教室＋オンライン）など

に切り替える可能性があります



地下的日本橋駅直結、東京駅からも徒歩でアクセス可能

東京メトロ銀座線・東西線・都営地下鉄浅草線「日本橋」駅B12出口直結

東京メトロ半蔵門線・銀座線「三越前」駅より徒歩3分

JR各線「東京」駅より徒歩6分

キャンパス：COREDO日本橋５階



キャンパス紹介

ラウンジ

自習スペース
ホール



申し込み方法



募集要項

• 募集人員

– 40名程度

• 募集期間

– 2022年2月1日（火）13:00より申込受付開始

– 先着順受付

• 申し込み方法

– 2022年2月1日13時に「お申込みページ」を公開します

– お申込みの際、WASEDA NEOのメンバー登録が必要と
なります（メンバー登録は2月1日以前でも可能）

– 請求書払い（法人様用）によるお申込みをご希望の場合、
法人用請求書払いによるお申込みフォームよりお申込くだ
さい



共催、協力団体会員の方々への特典

• 日本マーケティング協会会員企業、マーケターキャリア協会
会員、ナノベーション主催「伊東塾」「無双塾」「富永塾」既受

講者の方々が本講座を受講する場合、下記特典があります

• WASEDA NEO主催「トップマーケターから学ぶマーケティン
グ思考と実践」シリーズセミナーの22年度開催分（５，６回開
催予定）に無料ご招待



• マーケティング協会会員企業のお申込みは、法人用請求書
払いによるお申込みフォームをご利用ください。その際、「備

考欄」に「公益社団法人日本マーケティング協会会員企業」

とご入力ください。

• マーケターキャリア協会会員、ナノベーション既受講者の方
々については、お申込み後に事務局からメールなどで確認

のご連絡をします。



想定する受講者

• 現在マーケティング関連の仕事に従事しており、マーケター
としての成長を志す方々

• 将来マーケティング職に就きたいと考えている方々

• マーケティング人材の育成に力を入れている企業からの派
遣

• マーケティング職の経験、現時点でのマーケティングの知識
の多寡は問いません

• ただし、経験や知識に不安のある方は、講義がはじまる前に
下記のような書籍を読んでおくことをお勧めします



開講前に読んでおくことをお勧めする書籍





２．プロジェクト学習について



プロジェクト学習

• プロジェクト学習（Project Based Learning： PBL）は、特定の
課題に少人数のグループで取り組み、そのプロセスを通じて

学びを深める学習方法

• 本プログラムでは、特定企業の現状を踏まえた「デジタル時
代のマーケティング計画策定」を、学期を通じてグループで取

り組みます

• 策定した計画を学期末に各グループがプレゼンテーションを
行い、講師陣が評価とフィードバックを行います

• グル―プは5名程度の受講者で構成し、各グループに1名ず
つ、経験豊富な実務家マーケターがアドバイザーとして付き、

学期を通じて伴走します



PBLの課題と講師

• 担当講師

– 伊東正明（株式会社吉野家常務取締役、OFFICE 
MASA 代表）

– 守口剛

• 課題

– 吉野家の現状を踏まえた上で、マーケティング施策に関
する計画を策定する

– 具体的な課題は4月16日（土）の授業時に、講師の伊東
正明氏から説明します



PBLのすすめ方

PBL初回授業（４月16日）

PBL中間授業（6月4日）

PBL最終授業（7月23日）

課題説明、グループ構成と
担当アドバイザーの発表

各グループによる中間報告

各グループによる最終報告

グループワーク＋アドバイザーからの助言

グループワーク＋アドバイザーからの助言



PBLで得られること

• グループで協力しながらマーケティング計画を策定し、発表
する経験

• 課題に取り組む課程での新たな知識や気づきの獲得

• グループのメンバーからの刺激と相互学習

• アドバイザーからのアドバイスと議論を通じた学び

• プレゼンテーションへのフィードバックを通じた学び

• 他グループの取り組み、発表からの学び

• グループメンバー、アドバイザーとの間の相互理解と人的ネ
ットワーク



PBL:担当講師



PBL: アドバイザー



PBL: アドバイザー


